生涯 を、 何度く り 返して 考え直し たか、 わからな いの 

であった。 何 か 事件が 起る たんびに、 こんな 仕事 は自 

分に 向かない と 思って ビ クビク しながら も、 ただ 病身 

の 妻と、 大勢の 子供が 可愛い ばっかりに、 思い切って 

辞職 もし 得ないで 来た 彼の 運命の みじめ さ を 幾度 涙ぐ 

ん だか 知れない のであった。 

だから 最近に 栄転した 前 署長のお 情けで、 東京 郊外 

の 平和な 別荘 地に なって いる、 この K 村の 駐在所に 廻 

わされる と、 受持 区域に 住んで いる 知名の 人々 からの 

附 届けで、 やっと 息が 吐け るよう になった 事 を ドレ 位、 

ごと 

感謝して いた ことか。 その 巡 廻の 一足 一足 毎に …… こ 



の 推定 時刻が、 彼の 巡 廻 時刻と ピッ タリ 一 致した ので 

あった。 

電話で 「巡 廻 中 異状はなかった か」 と 尋ねられた 時 

に、 何の 気 もな く 「ハイ」 と 答えた 彼 は、 すぐに K 駐 

在所から 一 里ば か リを距 たった K 分署に 呼び付けられ 

て、 居残って いた 法学士の 分署 長から、 眼の 玉の 飛び 

出る ほど 叱責され なければ ならなかった。 そうして、 

「見舞に 行く に は 及ばぬ。 君の ような 人間が 現場に 

立 会った とて 役に立つ もの じ やない。 留守 をして 電話 

でも 聞いて いたまえ」 

と 小 使の 面前で 罵倒され たのであった。 



分の 心 付 をして くれた、 あの 美しい 奥さんの 霊前に、 

誰よりも 先に K け 付け て、 心からのお 詫び の 黙禱が 捧 

げたかった。 そうして 出来る ことならば 新しい 手が か 

りの 一 つか 半分で いい、 心安い 台所 女中の 口から なり 

と 引き出して 署長の 機嫌 を 取 直したい …… 当座の 不面 

目 を 取 繕いたい と、 暫くの 間 それば つかり を 気にし 

て 考え直し ていたが、 しかし、 それ とても 今と なって 

は 力 及ばない 事であった。 

彼 はこうして 誰 を 怨むカ も なくなった 彼 自身の 姿 を、 

灰になり かけた 火鉢の 縁に 発見した のであった。 そう 

して 彼の 眼の 底に 蠢め くもの は 結局、 瘠せ 衰えた 彼の 



が バタ バタと 帰って来た。 

「 …… ああ …… ねむい ねむい …… 」 

「いくら 云うた て 新来の 署長 は 駄目 じ やよ。 第一 非常 

線から して 手遅れ じ やない か。 青年会 なぞ 出した つて 

何の 足しになる もの か」 

「まあそう 云うな よ。 お蔭で 無駄骨 折が 助かる じ やな 

ヽ ゝ _ 

レカ」 

「指紋 もない そうです ね」 

「ゥ ン、 今頃 は 犯人 等、 千里 向う で 昼寝して ケッ カル 

じ やろ。 ハ ハン。 うまく やりお つた」 

そう 云う うちに 古参の 彼が 居る ことに 気が付く と、 



彼 は 思わず ド キンと して、 老眼鏡 を かけ 直した。 

就職運動に 逐 われて いるう ちに、 忘れる ともなく 忘 

れ ていた けれども、 モウ、 とつく の 昔に 捕まって いる 

ものとば かり 思って いた 一 年 前の K 村の 強盗 殺人犯が 

二人とも、 まだ 捕まって いないば かりで なく、 益々 兇 

暴 を 逞しく している のであった。 

倉 川 家の 幸福と 共に、 彼の 運命まで も 蹂躪し 去つ 

た 二人組の 黒装束 は、 若い 倉 川 男爵が、 涙のう ちに 大 

枚 三千 円の 懸賞金 を投 出し て 、 復謦を 誓 つ た にも 拘わ 

らず、 その後 三回まで も 東京 郊外 を 荒し まわって、 警 

視 庁の 無能 を 思う存分に 嘲笑した のであった。 その あ 



げく 暫く 消息 を 絶って いたが、 この頃に なって、 ズッ 

ト 飛んで 京大 阪 地方に 河岸 を 変えたら しい。 やはり 閑 

静な 住宅地が 専門ら しく、 既に 二 軒 ほど、 おなじ 二人 

連の 黒装束に 襲われて いて、 一軒の 家で は、 後家さん 

が 絞殺され、 モウ 一 軒の 家で は、 留守番の 男が 前額 を 

斬 割られて いた。 

新聞 は 又も 思い出し たように 当局の 無能 を 鳴らし 初 

めて いた。 そうして 一年 前の K 村の 惨劇 を 振出しに し 

た 彼等の 戦慄すべき 兇暴な 手口 を、 殆ん ど称讃 せむ ば 

かりに 書 立てて いるので あった。 

睦田 老人 は、 殆んど 新聞の 半面 を蔽 うてい る その 



くな つた。 五つ 六つ 読み かけて いる 続き ものの 後段が、 

たまらなく 気に かかる に はかかった が、 しかし その 間 

に 又もや 挟まれて いるか も 知れない 二人組の 黒装束の 

記事の こと を 考える と、 二の足を踏まずに はいられな 

いのであった。 

彼 は 今日 も 新聞 を 読みに 行きた い のをジ ッと 我慢し 

いしい 門衛の 部屋に 腰 を かけながら、 ボン ャリと 火鉢 

に 当っていた。 お天気が いいので 急に 殖えて 来た 蠅が 

ガラス 

二三 匹、 ブル ブルンと 這い まわって いる 汚れた 硝子 戸 

を 見詰めて いた。 

門の 前の 空地の 向う に は、 大きな S 製薬会社 のコン 



わって いた。 

睦田 老人 は、 わざと ニコニコしながら その 前に 近付 

いて 行った。 今朝、 職工 長から 貰った 力 メリャの 袋の 

てのひら 

中から 三本 を 抜き出して、 掌 の 上に 載せながら …… _ 

彼のそう した 態度 を 見る と、 三人の ルン ぺ ンが 急に 

帽子に 手 を かけて ヒョ コヒョ コと お辞儀 をした。 

睦田 老人 は 一 世 一 代の 名探偵に な つたよう な 気持ち 

がした。 心安そう に 三人の 間に 並んで 壁に 倚り かかり 

ながら、 出来るだけ 巡査 口調 を 出さない ようにして 話 

しかけた。 地面に 投棄 てられた 金口の 煙草 を 指しな が 

ら ：：： 。 



禁ずる 事が 出来なかった。 

「フ ー ム。 君た ちの 仲間で、 わざわざ 別荘 地へ 金口 を 

拾いに 行く 者が あるかね」 

「居 ッコタ 居ッケ ンド、 そんな 奴等、 テェゲ 荒稼ぎ ダ 

おとな 

ァ。 コッ トラ 温柔 しい もんだ …… へへ へ …… 」 

むきだ こうば 

鬚 男 は 黄色い 健康な 歯を剝 出しながら、 工場の 上の 

青空 を 凝視した。 

睦田 老人 は 強いて 二 コ 二 コ顔を 作ろうと 努力した が 

出来なかった。 顔面の 筋肉が 剛ゎ ばって しまって、 変 

な 泣き顔み たような ものに な つ てし ま つたこと を 意識 

ひん， -0 



「フ ー ン。 荒稼ぎと いうと 泥棒で もやる のかね」 

「何 だってす らァ。 本職に 雇われて 見張りで も すれあ 

十日 ぐれ 極楽 ダァ。 トツ 捕まっても ブタ箱 だ カンナ」 

r ゥ ー ム。 中には 本職に 出世す る 者 も 居る だろう な」 

「たまに や 居る さ。 去年まで 一緒に 稼いだ タン シュ— 

アマ ッぺ 

なん ざ、 品 川の 女郎 引かして、 神 戸へ 飛んだ っチ位 だ」 

「 …… ナニ …… 何とい う …… 神 戸へ …… 」 

睦田 老人の 声が 突然に シャ ガレた ので、 三人の ルン 

ペンた ちが 妙な 顔 をして 振 向いた。 睦田 老人 は 慌てて 

顔 を 撫で まわした が、 その 時に 自分の 額が ジッ トリと 

汗ばんで いるの に 気が付いた。 彼 は わざとら し い 咳 払 



で 報道した。 

尤も 京阪 地方の 新聞の 大多数 は、 犯人の 足が、 意外 

なと ころから 付いた ように 書 立てて いた。 つまり 被害 

うち 

者の 家に は 申 合わせた ように S . S 式 軽油 スト ー ブが 

在った ところから、 もしゃと 思って 京阪神 地方の 煖房 

具 店 を 調査す ると 果せる 哉、 東京から 廻送して 来た 写 

真の 女が 開いて いる 軽油 スト— ブ 店が 三の 宫で 発見 さ 

やと いおと こ 

れ ると 同時に、 その 店の 主人と 雇 男が 犯人に 相違な 

いこと が 判明した ものである。 しかも これ を 白昼に 襲 

撃して 一挙に 三人 を 逮捕す る ことが 出来た の は、 何と 

いっても 当局の 偉功で あると、 極力 賞讃 している ので 



底本 ： 「夢 野久作 全集 2」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1992 (平成 4) 年^ 月^日 第 ー 刷 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 土屋隆 

2 008 年 ^月お 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgl\jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



